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今
回
の
﹃
笛
吹
市
探
訪
﹄
で
は
春
日
居
町

桑
戸
区
の
所
有
す
る
桑
戸
五
大
明
王
像
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
桑
戸
五
大
明
王
像
は
十
世
紀
前
半
か
ら
十

二
世
紀
後
半
に
ヒ
ノ
キ
材
を
使
い
彫
ら
れ
ま

し
た
。
主
な
部
分
は
一
本
の
木
を
く
り
ぬ
い

て
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
後
期
に
彫

ら
れ
た
五
大
明
王
像
の
残
る
例
が
少
な
い
た

め
平
成
９
︵
１
９
９
７
︶
年
に
山
梨
県
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
時
に
は
桑

戸
五
大
明
王
像
は
手
や
足
が
折
れ
、
持
っ
て

い
た
武
器
等
も
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
桑
戸
区
に
よ
り
修
復
事
業
が
進
め
ら

れ
、
平
成
18
︵
２
０
０
６
︶
年
３
月
15
日
に

﹃
桑
戸
五
大
明
王
像
修
復
事
業
完
成
披
露
式

典
﹄
が
桑
戸
不
動
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
終
了
後
の
現
在
、
桑
戸
五
大
明
王
像
は
春

日
居
郷
土
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
桑
戸
五
大
明
王
像
は
桑
戸
不
動
堂
に
ま
つ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
元
は
桑
戸
地
区
の
茂

林
庵
に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
茂
林
庵
は

寿
永
２
︵
１
１
８
２
︶
年
に
造
ら
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
天
文
19
︵
１
５
５
０
︶
年
、
茂

林
庵
と
宝
聚
庵
が
合
わ
さ
り
、
地
蔵
院
が
造

ら
れ
ま
す
。
桑
戸
五
大
明
王
像
は
天
正
14︵
１

７
４
１
︶
年
に
地
蔵
院
よ
り
旧
桑
戸
村
の
表

鬼
門
で
あ
る
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
大
明
王
は
理
想
の
実
現
を
さ
ま
た
げ
る

障
害
を
取
り
除
く
た
め
に
強
い
力
を
あ
た
え

ら
れ
ま
し
た
。
強
い
力
で
理
想
の
実
現
を
さ

ま
た
げ
る
ワ
ル
モ
ノ
を
追
い
は
ら
い
ま
す
。

ワ
ル
モ
ノ
を
恐
れ
さ
せ
る
た
め
に
恐
ろ
し
い

姿
を
し
て
、
手
に
は
武
器
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
五
大
明
王
の
持
つ
強
い
力
に
よ
り
桑
戸
村

を
災
害
よ
り
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
桑
戸
五
大
明
王
像
の
修
理
は
元
禄
10
︵
１

６
９
７
︶
年
、
元
文
６
︵
１
７
４
１
︶
年
、
明
治

６︵
１
８
７
３
︶年
等
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
桑
戸
五
大
明
王
像
は
五
体
あ
り
ま
す
。
木

造
大
威
徳
明
王
像
の
高
さ
は
82
・
０
セ
ン
チ

で
す
。
六
つ
の
顔
、
六
本
の
手
、
六
本
の
足
が

あ
り
、
水
牛
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
戦
勝
を

願
う
明
王
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
造
軍
荼
利
明
王
立
像
の
高
さ
は
１
４
１
・

７
セ
ン
チ
で
す
。
一
つ
の
顔
に
三
つ
の
目
を

見
開
き
、
八
本
の
手
が
あ
り
、
手
や
足
に
は

蛇
が
巻
き
付
い
て
い
ま
す
。
仏
の
敵
を
取
り

除
く
明
王
で
す
。

　
木
造
不
動
明
王
坐
像
像
の
高
さ
は
83
・
３

セ
ン
チ
で
す
。
通
称
﹃
お
不
動
様
﹄
と
呼
ば

れ
、
五
大
明
王
の
中
心
に
な
る
明
王
で
す
。

右
手
に
持
つ
剣
で
私
た
ち
の
心
に
あ
る
悪
い

心
を
退
治
し
ま
す
。

　
木
造
降
三
世
明
王
立
像
の
高
さ
は
１
４
３
・

５
セ
ン
チ
で
す
。
三
つ
の
顔
に
そ
れ
ぞ
れ
三

つ
の
目
を
見
開
き
、
手
は
八
本
あ
り
ま
す
。

右
足
で
鳥
摩
妃
を
左
足
で
大
自
在
天
を
踏
み

つ
け
て
い
ま
す
。
欲
・
怒
り
・
無
智
を
無
く

す
明
王
で
す
。

　
木
造
金
剛
夜
叉
明
王
立
像
の
高
さ
は
１
４

３
・
０
セ
ン
チ
で
す
。
三
つ
の
顔
に
そ
れ
ぞ

れ
五
つ
の
目
を
見
開
き
、
六
本
の
手
が
あ
り

ま
す
。
悪
い
心
を
食
い
尽
く
す
明
王
で
す
。

　
桑
戸
五
大
明
王
像
の
公
開
に
合
わ
せ
て
春

日
居
郷
土
館
で
は
桑
戸
五
大
明
王
像
関
係
資

料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
桑
戸
五

大
明
王
像
修
復
作
業
中
に
体
内
よ
り
発
見
さ

れ
た
江
戸
時
代
の
修
理
銘
板
や
五
大
明
王
の

札
を
刷
る
時
に
使
う
版
木
等
で
す
。

　
修
復
事
業
が
終
わ
り
、
五
年
ぶ
り
に
勢
ぞ

ろ
い
し
た
桑
戸
五
大
明
王
像
を
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。笛

吹
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

き
も
ん

て
ん
し
ょ
う

じ
ぞ
う
い
ん

ほ
う
じ
ゅ
あ
ん て

ん
も
ん

じ
ゅ
え
い

も

り
ん
あ
ん

げ
ん
ろ
く

げ
ん
ぶ
ん

め
い
じ

ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う
ざ
ぞ
う

ご
う
ざ
ん
ぜ

だ
い
じ
ざ
い
て
ん

こ
ん
ご
う
や
し
ゃ

め
い
ば
ん

は
ん
ぎ

む
　
ち

う

ま

ひ

ぐ
ん
だ
り

だ
い
い
と
く

ホタルの幼虫を放流する参加者

　
３
月
12
日
、﹁
ホ
タ
ル
銀
河
の
会
﹂
は
、

四
ツ
沢
砂
防
公
園
︵
八
代
町
岡
︶
で
ホ

タ
ル
放
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
﹁
ホ
タ
ル
銀
河
の
会
﹂
は
八
代
町
岡

地
区
の
住
民
有
志
が
四
ツ
沢
川
に
ホ
タ

ル
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
結
成
。
昨
年
か

ら
同
会
で
育
て
、
２
㎝
程
に
成
長
し
た

ホ
タ
ル
の
幼
虫
約
２
０
０
０
匹
を
放
流

し
ま
し
た
。
今
回
の
ホ
タ
ル
放
流
会
は

昨
年
の
夏
に
続
き
２
回
目
で
、
６
月
頃

に
は
四
ツ
沢
川
に
美
し
く
舞
う
ホ
タ
ル

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

万華鏡をつくる親子

　
３
月
19
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
子
ど
も
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
石
和
高
校
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
部
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
会
、

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
お
お
ぜ
い

の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
、
万
華
鏡
や
コ
ー

ス
タ
ー
づ
く
り
、
射
的
や
ア
ー
ト
バ
ル

ー
ン
な
ど
思
い
思
い
の
コ
ー
ナ
ー
を
体

験
し
な
が
ら
一
日
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

受賞を喜ぶ大野由加さん

　「実感はなかったけど、周りの友達や先生方から言われるようになってうれしさが

こみ上げてきた」と大野由加さん（駿台甲府高２年）。自分なりのテーマで新聞記事を

切り抜き、ノートなどに再構成した作品の完成度を競う「第12回朝日・新聞スクラッ

プコンクール」の高校生の部で大野さんが最優秀賞の全国新聞教育研究協議会賞に

選ばれました。

　このコンクールには、全国から小、中、高校生合わせて5,837点の応募が寄せられ、

そのうち高校生からは1,488点の応募がありました。

　最優秀賞を受賞した大野さんのテーマは「戦後60年を振り返って」。昨年の夏休み

を利用して1カ月がかりで仕上げたスクラップはノート約80ページにも及ぶ大作です。

「戦争は二度と起きてほしくないと思う。戦争を体験した祖父母からいろいろな話を

聞いていた。戦後60周年という節目に祖父母

の話を書き残しておきたかった」と大野さん。同居している祖父母から戦

争体験を聞き取りながら、戦後60年の特集記事や広島・長崎の原爆投下

に関す記事などを切り抜き、当時歌われていた童謡やスローガン、写真の

収集、記事を見ながら自分のコメントなどが手書きで添えられています。

　大野さんは、「戦争体験者が減っていく中、これからは私たちがいろい

ろな人たちに戦争について伝えていく必要があると思う。大人になった

ら次の世代に伝えながら、世界平和を求める呼びかけをしていきたい。今

回、戦争に対して実感することができた」と語ってくれました。受賞した作品


